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XI 研 修 ・学会等

XII 実習生及び見学者受入状況

XI[ 環境教育資料利用状況



XI研修・学会等

研 修

年 月 日 研 修 名 氏 名 研 修 地

東北プロック食品衛生
高嶋7.10.4~ 5 

環境衛生監視研修会
司 天童ホテル （山形県）

児玉 仁
環国境立環研境修研セ究ン所ター（埼玉県）8.1.24~2.2 情報処理研修

木口 倫

8. 3.6~ 8 環境科学 高嶋 司 こまばエミナール（東京都）

学会出席

年 月 日 呂子 会 名 氏 名 開 催 地

7.4.2~4 1995年度日本土壌肥料学会 武藤公二 東北大学農学部（宮城県）

7.10.1~ 5 環境科学学会 ， 藤勝美

玉ロ イ倫ー 東京農工大学（東京都）

7.10.23~24 第6回世界湖沼会議 片野 ヌ豆 筑波大学大学会館（茨城県）

第36回大気環境学会
斉藤 弥

東京女子医科大学（東京都）7.11.3~ 5 
斉 藤 勝 美

第28回日本水環埋学会
鈴木雄二 品川区総合区民会館（東京都）8.2.6~ 7 

セミナー

高橋 守
8.2.6~ 7 第30回日本水環境学会

木口 倫
九州産業大学（福岡県）

講師派遣

年 月 日 派 遣 先 氏 名 場 所

7.5.9、11、12、22 秋田県消防学校 高田 匝‘’巳’‘ 岩城町

25、29
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XII 実習生及び見学者受入状況

実習生

年 月 日 実 習 生 人 数

7.4.24 秋田大学医学部実習生 1名

7.7.11~21 秋田大学鉱山学部学外実習生 3名

7.7.24~8.4 II 2名

7.7.27~8.4 II 1名

7.8.3~16 II 1名

7.8.1~10.27 国際協力事業団(JICA)有害物質分析技術研修生 1名

7.9.4 秋田大学医学部実習生 6名

7.11.17 II 6名

8.3.1 II 7名

見学者

年 月 日 見 学 者 人 数

7.6.26 東北電力秋田火力発電所 20名

7.7.24 南外村婦人学級 20名

7.7.31 西木村西明寺中学校（大曲仙北技術・家庭科夏季研修会） 6名

7.11.13 東北電力秋田火力発電所（海外技術研究員） 3名

7.12.8 秋田市役所（蘭州市技術研修生） 5名

8.3.28 高知県健康福祉部地域保健推進室 1名
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湿 環境教育資料利用状況

年 月 日 資 料 名 利 用 者

7.6.6~13 パネル ビデオ 秋田県生活センター

7.6.21~23 パネル ビデオ 秋田県生活センター

7.7.31~8.5 ビデオ 大曲仙北技術家庭科教育研究会

7.8.23~9.10 ビデオ 大曲保健所

7.9.4~7 パネル 田沢湖町立生保内小学校

7.9.21~27 パネル 鹿角市役所（市民課）

7.9.28~10.2 パネル ビデオ 私立和洋高校

7.10.18~30 ビデオ 大曲農業高校

7.10.23~11.23 パネル ビデオ 湯沢市立湯沢西小学校

7. 10.25~27 パネル 本荘保健所

7.11.10~13 パネル 小坂町役場（町民課）
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下限値以下であった。

1,1,1ートリクロロエタンiま，測定地点および測定

時期によって多少の違いはあるものの，明確な測定

地点による違い，測定時期による差は認められな

い。測定値は，春期では0.38-l.32μg/m3, 夏期で

は0.48-1.32μg／田であった。バックグランド地域

での値は，春期が0.60μg/m凡夏期が0.76μg/m3

と商・工業地区，住宅地区および田園地区での値と

同じ程度であった。

四塩化炭素は， 1,1,1-トリクロロエタン同様，測

定地点による違い｝ま認められないが測定時期では

春期よりも夏期の方が多少高い｛頃向がうかがえる。

測定値は，春期では0.28-0.77μg/m凡夏期では

0.51-0.84μg/m3であった。バックグランド地域で

の値は，春期が0.45μg/m3, 夏期が0.83μg/m3と

商・工業地区，住宅地区および田園地区での値と同

じ程度であった。

トリクロロエチレンおよびテトラクロロエチレン

の測定値を大気環境指針（トリクロロエチレンは

250μg/m3, テトラクロロエチレンは230μg/m3)

と比較してみると， トリクロロエチレン，テトラク

ロロエチレンとも1/100以下であった。また，首都

圏での測定結果4) と比較すると，試料の捕集方法，

分析方法が異なるものの， トリクロロエチレンとテ

トラクロロエチレンはやや低い値， 1,1,1-トリクロ

ロエタンは同程度，四塩化炭素はやや高い値となっ

ている。

表5 一般大気環境での測定結果(μg/m3)

測定地点名 トリクロロエチレン テトラクロロエチレン 1,1,1ートリクロロエタン 四塩化炭素

春期 夏期 春期

秋田市 商・工業地区 0.2 <0.2 0.3 
住宅地区 <0.2 0.3 く0.2
田圃地区 <0.2 0,4 <0.2 

横手市 商・工業地区 <0.2 0.3 <0.2 

住宅地区 <0.2 0.5 0.2 
田園地区 <0.2 0.3 <0.2 

仁賀保町 蒻・工業地区 <0.2 <0.2 <0.2 
田園地区 <0.2 <0.2 <0.2 

パックグランド地域 <0.2 <0.2 <0.2 
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